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 命の次に大切な不動産を、境界標が守ってくれます。 

といっても、その境界標は人任せにせず、土地の所有者が管理しな

ければなりません。 

 管理するには、次のことに留意して境界標を設置することが得策

です。 

①不動性 境界標が簡単に動かないように設置する。 

②永続性 耐久性のある堅固な境界標を設置する。 

③明確性 客観的に認識できるようペンキを塗る。 

④特定性 境界標を写真で撮っておく。 

⑤信頼性 境界標は隣人と協議しないで勝手に設置することはでき 
     ません。当事者が立会いのもとに信頼性のある境界標を 
     設置しておかねばなりません。 

⑥管理性 境界標を設置したら土地家屋調査士が作製した確定測量 

     図や官民境界確定資料等を備えておく。 

知っておきたい境界のこと 境界標設置の条件 

 賃借人の負担する現状回復義務の範囲および原状回復義

務が問題となります。 

 賃貸借契約が終了したときは、賃借人は賃貸物を原状に

回復して返還しなければなりません。 

 ただし、原状回復義務とは借りたそのままの状態に戻す

ことではありません。 

 賃借人の原状回復義務は、社会通念上時間の経過による

経年劣化や通常の使用によって生じる損耗を超える、賃借

人の故意過失による損傷・劣化についてのみ生じます。 

 ご質問について考えると、室外機のホース口は水が漏れ

ないよう排水管に固定されていたのを、借主が勝手に外し

放置していたとなれば、借主の善管注意義務違反とされる

可能性が高いと思われます。 

 よって、原状回復費用として修理費を請求されたら拒否

できないと解されます。 

（借主が負担するべき原状回復費用） 

借主が原状回復費用を負担する場合、修繕費用全額を払わ

なければいけないのでしょうか。前述のとおり、経年劣化

による通常損耗は借主は負担する義務がありません。 

 すなわち、これらに該当する額は、修繕費用額から控

除されることになります。 

 ただし、これらの劣化分の計算は実際上困難な面もあ

ります。賃借当時の建物の築年数や賃借期間等の事情を

勘案して決するしかありません。 

（解決方法） 

腐食位置、程度を特定し、そのうえで室外機からの水漏

れによる腐食なのか、或いは雨など他の原因によるもの

かなど、調査確認が必要です。その結果、室外機からの

水漏れが原因であり、ホース口を排水管から外したのは

借主ということであれば、原状回復義務を免れるのは困

難です。 

（修繕費用） 

 貸主は、自由に工事を行い、ベランダをすべて綺麗に

元通りにして、その掛かった費用全てを借主に請求した

いところですが、前述のとおり、経年劣化および通常損

耗の部分は負担する義務がありません。 

 また、修繕工事方法、工事額の妥当性も問題になりま

すから、修繕工事の見積もりをとった上で、事前に貸主

と合意するのが望ましいところです。 
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亡くなった母のことや、この借家で過ごした出来事が走馬灯

のように浮かんでは消えました。 

 義兄が借りてくれた軽トラックで三往復し、引越しが終わっ

たのは夜の8時過ぎ。仏壇の前で手を合わせると涙が止まり

ません。 

 思えば、立退き話からこの日までほんとうに色んなことがあ

りました。 

 なにもわからず、ただやみくもに不動産会社を訪ね、小馬

鹿にされたこともありました。良かったのか悪かったのかわか

りませんが、不動産会社の内面を知る機会もありました。 

 社会に出てわずか三年の若造でも、やればなんとかなると

いう自信がついたのは、家探しのおかげです。 

 経験は人を変えるといいます。 

小学生のころ、担任からは「引っ込み思案で積極性が足らな

い」とさんざん貶されてきましたが、少しは見返せたかなと思

います。 

 ここまで23回にわたり、私の家探しをお届けしてきましたが

このシリーズは今回で終了し、次回からは新しいテーマでお

伝えいたしてまいります。 
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土いじりは心の癒し！？ 

 前回は、50万円の値引きを提示され・・・というところまでで

した。 

 その金額が妥当かどうかはわかりませんが、正直、予想を

超えていました。 

 早く決着をつけたいという思いもあり、それで手を打つこと

にしました。50万円は一週間以内に払ってくれるそうです。 

 不動産会社が用意した書類にサインして事務所を出ると、

なんとも晴れ晴れとした気分です。 心配していた姉も電話で

報告すると素直に喜んでくれました。 

 その夜、父にも話すと、「ふ～ん、よかったな。一杯呑むか」

で終わり。執着心がないのは昔から少しも変わりません。 

 あと数日で新居に引越しです。のんびり酒を呑んでいるわ

けにはいきませんが、今夜だけは思う存分吞むことにしまし

た。 

 翌日、父は何もなかったように仕事に出掛け、二日酔いで

体が思うように動かない私は、ひとりで荷物の整理に掛かりま

した。 

 幸い、午後からは姉夫婦が手伝いに来てくれたおかげでな

んとか目途が立ちましたが、捨てた荷物の多さには驚かされ

ました。 

 最終的に、軽トラック三台分ほどの荷物にまとめあげると 


